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論文内容の要旨
ボリメタクリル般メチル (PMMA)，ポリカーボネート CPC)などの非結晶性高分了ーの一般的な成形工
程t;.， 素材を加熱して溶融状態もしくはゴム状態にし，この状態で目的の形状を弓ーえ， そのまま急速冷却
して固化する過程である。このような工科により得られた成形品は.往々にして，強制的変形を与えて機
械システムに組み込まれたり，ボルト・ナット等により強固に固定され， ひずみを加えられたまま長時間
にわたって放置される。時間の経過に伴う高分子成形品の機械的特性の変化については.急冷高分下を1m
ひずみの下で放置した場合のいわゆる物理工ージン夕、、について多くの研究が報告されているが，定ひず
みの下における機械的特性の時間変化(以ド，ひずみエージングと呼ぷ〉を扱った研究は，工業的に重要
であるにもかかわらずほとんど試みられていない。
そこで本研究では，試料としてPMMAおよびPCの二つの非結晶性高分子を選び，異なる熱履歴(急冷・
徐冷)を与え，圧縮および引張ひずみの下でエージングさせた試験片について力学試験， DSC測定および
熱刺激変形回復試験を行い，得られた結果を物理エージングの場合と比較検討することにより，ひずみエー
ジングの現象を明らかにするとともにその機構について考察した。
まず第l章において本研究の動機と位置付けを述べた後，第2苧では， PMMAを試料とし.圧縮ひずみの
下における急冷試料のエージングについて調べた結束について述べた。ひずみエージングの過梓ーでは安定
化してゆく物理エージング相内にひずみエネルギーを閉じ込める特製な構造が形成され， このような構造
が物開ーエージングの場合の構述に比べて高い降伏応力を示すことを明らかにした。
次に第3章では，引張ひずみの下における急冷PMMAのエージングについて調べた結果を示し，物理エー
ジング相にひずみエネルギーが閉じ込められる特異な構造は引張ひずみの下においても形成されることを
明らかにするとともに，この構造の形成は静水圧応力成分の符号に依存しないことを示した。
続いて第4章では，徐冷したPMMAに圧縮ひずみを加えエージングさせた場合について論じた。ひずみ
を加えた徐冷P~1:MAにおいても降伏応力の時間発達が生じることを示しこの発達は，ひずみエネルギー
を閉じ込めながら安定化する高分子構造に起因することを明らかにした。
さらに第5章では，急冷PCのひずみエージングについて調べた結果について述べた。ひずみヱージング
によるPCの降伏応力の時開発達は， PMMAの場合と同様に，物理工ージング相にひずみが閉じ込められ
る特異な構造によることを示した。
忌後に第6章において本研究の結論を述べた。
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論文審査の結果の要旨
ポリメタクリル酸メチル CPMMi¥)，ポリカー ボネー ト (PC)などの非結晶性高分子の成形品は.往々
にして，強制的変形を与えて機械システムに組み込まれ，ひずみを加えられたまま長時間にわたって欣置
される。しかしこれまでのところ，一定ひずみの下における高分子材料の機械的特性の時間変化(以下，
ひずみヱージングと呼ぶ)を扱った研究は，工業的に重要であるにもかかわらずほとんど試みられていな
L、。
このため本研究では.試料としてPrvLVIAおよびPCの二つの非結晶性高分子を選び，異なる熱履歴(急
冷・徐冷)を与え，圧縮およびql張ひずみの下で‘エージングさせた試験片について力学試験， DSC測定お
よび熱刺激変形凶復試験を行い，ひずみエージングの現象を明らかにするとともにその機構について考遅延
しそれらを論文にまとめている。
まず， 1土縮ひずみのドにおける急治PM;v1Aのエージング‘について調べ，ひずみエージングの過程では安
定化してゆく物理工ージングのみ椙内にひずみエネルギーを閉じ込める特異な構造が形成され， このよう
な構造が物理エージングの場合の構造に比べて高い降イ犬応力を示すことを明らかにしている。
次に，引張ひずみの下における急冷PMMAのエージング‘について調べ，物理エージング相にひずみエネ
ルギーが閉じ込められる特異な構造は引張ひずみω下においても形成されることを示し， この構造の形成
lよ静水圧応力成分の符号に依存しないことを示している。
続いて，ひずみを加えた徐冷PMMAIこおいても降伏見、力の時間発達が生じることを示しこの発達は，
ひずみエネルギーを閉じ込めながら安定化する高分子構造に起凶することを明らかにしている。
さらに，急冷PCのひずみエージンク府について調べ，ひずみヱージングによるPCの降伏応)Jの時間発達は，
PMMAの場合と同様に，物理エージング相にひずみが閉じ込められる特異な構造によることを示しているo
以とのように，木研究では，高分了-材料をひずみの下に放置した際の機械的特性の時間変化について新
しい知見を得ており，材料強度工学に寄与するところが大きい。よって，木論文;の著者は博士 (T学)の
学問ーを受ける資格を角ーするものと認める。
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